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台風や前線、低気圧の影響もあり、降雨等天候不順の日が多くあった９月。

そんな中でも、学校では子どもたちの、多くの豊かな表情を目にできました。 

勉学にいそしむ秋、芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋、食欲の秋･･･、もうす

ぐ爽やかな秋本番です。有意義に過ごしてほしいです。 

人は、楽しく幸運なことが続くと嬉しくなり、幸せだと思うでしょう。しかし、悲しく辛いことが続く

と、何て不幸だと思ってしまうものです。 

人生には順境も逆境も訪れるものであり、実業家の松下幸之助は「逆境もよし、順境もよし。要

はその与えられた境遇を素直に生き抜くことである」という言葉を残しています。『順境・逆境』、そ

して、『喜び・悲しみ』『幸運・不運』などは、どちらかが、一方的というものではなく、そのどれもが、

絶対のものでも永遠のものでもありません。どちらもいつでも起こりうるものです。 

時は、一瞬一瞬過ぎていきます。決して止まらず、また、戻らないものです。人生も似ている面が

あるのではないでしょうか。瞬く間に過ぎてしまいますし、一度きりしかありませ

ん。だからこそ、後悔しないように、どう主体的に生きるかが重要であると考えて

います。 

子どもたちには、将来のことを意識しすぎず、生きている今を充実・満足なもの

とし、家族・友人らとともに前向きに生きてほしいと願っています。 

人生とは、すばらしく、かけがえのないものです。子どもたちには、何があっても『自分を大事にし

てほしい。』『自分の命・自分らしさを大切にしてほしい。』と思います。 

学校でも『命の大切さ』の指導を重ねています。家庭・地域・学校が、同じ方向を向き、大きくも

温かな力で子どもたちを見守り、健全に育てていければと思っています。 

 

 

読書は、物語の世界について想像を掻き立てられたり、感動・発見したりと【心の栄養】になりま

す。また知識を豊かにしたり、深く・広く考えたりと【頭の栄養】にもなります。 

そのような読書の世界も、自ら本を開かない限り出会うことができません。子どもたちには、この

機会を生かして本を手に取り、読書の楽しさを味わってほしいと思います。ご家庭でも「毎日○○

分間読書」に取り組んだり、「親子で読書に取り組む時間」を作ったりなどをしてみてはいかがでし

ょうか。ゲームやタブレット、携帯電話などをオフにする時間をぜひ作ってみてください。 
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１ 体育朝会 

1～5 年 

A 日課５時間 

14:35 下校 

６年 

6 校時運動会係 

打ち合わせ 

２ 体育朝会 

B 日課５時間 
 

３ 
 

５ 読書タイム 
 

６ 体育朝会 
 

７ おはチャレ 

 
 

８ 体育朝会 

委員会⑥ 

９ 体育朝会 

1～5 年 

A 日課４時間 

給食あり 13：35 下校 
6 年 

運動会準備 

15：00 下校 

１０ 

運動会 

弁当なし 

12：10頃下校 

１２ 

スポーツの日 

１３ 

振替休業日 

(10/10分) 

１４ 児童朝会 
 

15 おはチャレ 

運動会予備日① 

A日課5時間 

クラブなし 

16 おはチャレ 

運動会予備日② 

17 
 

19 読書タイム 

読書週間 

～11/6 

20 せらぷらす 

かがやけ新町タイム⑥ 
 

21 おはチャレ 

１・２年校外学習予定 

22 音楽朝会 

委員会⑦ 

23 おはチャレ 

１・２年校外学習予備 

B 日課５時間 

24 
 

26 読書タイム 27 お話朝会  28 おはチャレ 

５年自然体験学習 

29 おはチャレ 

５年自然体験学習 

A 日課 5 時間 

クラブなし 

30 おはチャレ 

市内合唱祭予定 

(4 年) 

教育相談日③ 

31 
 

＜１０月の生活目標＞ 

時 間 を 守 ろ う 

・時 計 を 見 て 行 動 す る ・チ ャ イ ム ス タ ー ト（ 着 席 ）を す る 

■放課後の過ごし方について■ 

気候的にも過ごしやすくなり、今後、放課後も外へと出かける子どもたちも増えてくるかと思

います。お子様の放課後の過ごし方において、例えば、SNS や金銭トラブル、自転車の乗り方や

公共施設でのルールやマナー、夕焼け放送を守る等において、今一度、ご家庭で約束事の確認を

お願いします。子どもたちが、安心・安全でお互いに気持ちのよい生活が送れるようにするため

に、学校・家庭・地域の皆様と温かい心と心をつなぎ、未来ある新町小の子どもたちを育んでい

きたいと思います。 

何卒よろしくお願いいたします。 


